
二
つ
の
出
来
事
は
「
動
物
的
・
想
像
的
な
要
素
が
多
分
に
あ
る
中
国
伝
統
医
学
の
解
剖
知
識
に
比
較
す
る
と
、
科
学
的
・
実
証
的
な
も
の

（
３
）

と
す
べ
き
で
、
中
国
医
学
に
新
生
面
を
拓
い
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
」
る
と
一
応
の
評
価
は
与
え
ら
れ
る
が
、
観
念
的
な
蔵
府
説
か
ら

ど
の
よ
う
に
脱
却
し
た
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
伝
統
医
学
は
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
の
か
、
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
貴
重
な
記

ス
－

0

北
宋
の
慶
暦
五
年
（
一
○
四
五
）
、
医
学
目
的
に
よ
る
人
体
解
剖
が
行
わ
れ
た
。
二
日
間
に
わ
た
っ
て
欧
希
範
ら
五
十
六
人
を
剖
き
、
宋
景

ら
の
画
工
に
よ
っ
て
蔵
府
（
臓
脈
）
図
が
残
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
成
っ
た
『
欧
希
範
五
蔵
図
」
は
「
北
宋
・
南
宋
の
間
の
こ
ろ
に
伝
存
し
、
そ

（
１
）

れ
以
後
消
息
を
絶
」
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
梶
原
性
善
の
『
頓
医
抄
」
（
巻
四
四
、
以
下
巻
数
を
略
す
）
な
ど
に
わ
ず
か
に
一
図
が
残
存
し
て
い

（
リ
ー
）

る
だ
け
で
、
諸
書
の
記
録
と
あ
わ
せ
て
も
、
『
欧
希
範
五
蔵
図
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

崇
寧
年
間
二
一
○
二
～
二
○
六
）
に
は
、
楊
介
が
、
未
完
な
る
「
欧
希
範
五
蔵
図
」
を
補
正
す
る
目
的
で
人
体
解
剖
を
行
い
、
蔵
府
図

『
存
真
図
』
を
残
し
た
。
の
ち
に
、
経
脈
図
を
載
せ
る
「
環
中
図
」
と
併
せ
て
「
存
真
環
中
図
」
と
成
る
が
、
明
末
ご
ろ
に
は
失
伝
し
て
い

一
、
は
じ
め
に

「
存
真
環
中
図
」

Ｉ
「
史
記
」
幻
雲
附
標
所
引
文
か
ら
の
検
討

日
本
医
史
学
雑
謎
第
四
十
二
巻
第
一
号
平
成
七
年
八
川
三
十
一
Ⅱ
受
付

平
成
八
年
三
川
二
十
、
発
行
平
成
七
年
十
一
川
十
六
Ⅱ
受
理

宮

川

と
可

也

一
侯
」
廿
以

、
ｗ
Ｊ
ｄ
Ｏ

弓甸
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録
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
逸
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
検
討
の
し
ょ
う
が
な
い
。

（
４
）

と
こ
ろ
が
、
渡
辺
は
「
頓
医
抄
巻
四
十
四
は
、
楊
介
の
存
真
環
中
図
の
全
部
を
転
載
・
直
訳
し
た
も
の
」
と
い
い
、
「
今
に
伝
存
す
る
頓
医

抄
巻
四
十
四
に
は
種
々
の
欠
点
・
混
乱
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
楊
介
の
存
真
環
中
図
の
全
貌
を
伝
え
る
唯
一
の
言
で
、
解
剖
史
学
上
貴
重
な

（
一
、
）

文
献
で
あ
り
、
そ
の
復
原
が
要
望
さ
れ
る
」
と
い
う
。
つ
ま
り
『
存
真
環
中
図
』
は
「
頓
医
抄
』
を
も
と
に
復
原
可
能
だ
と
い
う
。
こ
の
所

説
は
大
事
な
と
こ
ろ
で
、
換
言
す
れ
ば
宋
代
の
解
剖
学
の
空
白
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝
の
幻
雲
附
標
を
精
査
し
て
み
る
と
、
『
頓
医
抄
』
に
み
え
な
い
『
存
真
環
中
図
」
の
文
章
が
引
用
さ
れ

て
い
て
、
『
頓
医
抄
」
と
「
存
真
環
中
図
」
の
関
係
を
あ
ら
い
な
お
し
、
渡
辺
説
が
妥
当
か
ど
う
か
再
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

本
報
で
は
『
頓
医
抄
」
と
『
存
真
環
中
図
」
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
『
頓
医
抄
』
が
『
存
真
環
中
図
」
を
丸
写
し
し
た
も
の
で
は

引
用
文
を
、
そ
の
内
容

二
）
、
序
文
の
引
用

米
沢
藩
校
旧
蔵
の
南
宋
慶
元
黄
善
夫
刊
本
は
、
か
っ
て
南
化
玄
興
の
所
蔵
で
あ
っ
た
た
め
に
「
南
化
本
」
と
呼
ば
れ
、
室
町
時
代
の
月
舟

（
６
）

寿
桂
ら
の
お
び
た
だ
し
い
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。
月
舟
寿
桂
（
一
四
六
○
～
一
五
三
三
）
は
幻
雲
と
号
し
、
代
表
的
な
五
山
文
学
僧
で
、
史

（
【
ｊ
）

記
学
を
桃
源
瑞
仙
に
承
け
、
谷
野
一
栢
や
竹
田
定
裕
な
ど
の
医
家
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
こ
の
幻
雲
附
標
の
引
用
医
吉
は
三
○
余
種
に
及
び
、

（
８
）

逸
書
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
医
学
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
文
献
と
い
え
る
。
こ
の
幻
雲
附
標
か
ら
逸
書
の
一
つ
「
存
真
環
中
図
」
の

引
用
文
を
、
そ
の
内
容
か
ら
「
序
文
」
「
存
真
図
」
「
環
中
図
」
に
分
け
て
検
討
す
る
。

本
報
で
は
『
頓
医
抄
」

な
い
こ
と
を
提
言
し
た
い

序
文
の
類
は
次
の
文
が
引
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

「
①
政
和
三
年
洛
陽
寶
偉
節
所
作
存
真
環
中
両
図
序
云
楊
君
介
吉
老
以
所
見
五
臓
之
真
絵
而
為
図
取
煙
薙
子
所
画
條
析
而
麓
正
之
又
益

二
、
引
用
文
の
検
討
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類
の
序
文
は
引
用
し
て
い
な
い
。

③
の
「
又
云
」
は
「
楊
介
存
真
図
又
云
」
の
略
で
あ
る
か
ら
、
呉
簡
の
文
章
は
「
楊
介
存
真
図
」
か
ら
の
孫
引
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
幻
雲
は
『
欧
希
範
五
蔵
図
』
は
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
②
は
「
存
真
図
」
に
政
和
二
年
に
付
さ
れ
、
翌
年
に
『
存
真
環
中
図
」
が
成
る
に
あ
た
っ
て
①
の
賀
偉
節
序
が
付
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
わ
か
る
。

之
十
二
経
以
存
真
環
中
名
之
云
″
②
楊
介
存
真
図
云
黄
帝
時
医
有
命
附
一
溌
見
病
因
能
割
皮
解
肌
揃
洗
腸
胄
以
怯
百
病
云
〃
宜
賊
欧

希
範
被
刑
時
州
吏
呉
簡
令
画
工
就
図
之
以
謂
詳
得
其
状
或
以
害
考
之
則
未
完
崇
寧
中
泗
州
刑
賊
於
市
郡
守
李
夷
行
遣
医
井
画
工
往
観
決

膜
摘
膏
曲
折
図
之
得
壼
繊
悉
介
取
以
校
之
其
自
喉
咽
而
下
心
肺
肝
脾
胆
胄
之
系
属
小
腸
大
腸
腰
腎
膀
胱
之
営
畳
其
中
経
絡
聯
附
水
穀
泌

別
精
血
運
輸
源
委
流
達
悉
如
古
書
無
少
異
者
政
和
二
年
③
又
云
宜
州
推
官
呉
簡
云
凡
二
日
剖
欧
希
範
等
五
十
有
六
腹
皆
詳
視
之
喉
中

有
猿
三
一
食
一
水
一
気
互
令
人
吹
之
各
不
相
戻
肺
之
下
則
有
心
肝
胆
脾
胄
之
下
者
小
腸
小
腸
之
下
有
大
腸
小
腸
皆
螢
潔
無
物
大
腸
則
為

澤
械
大
腸
之
傍
則
有
膀
胱
若
心
有
大
者
小
者
方
者
長
者
斜
者
直
者
有
譲
者
有
無
家
者
了
無
相
類
唯
希
範
之
心
則
紅
而
睡
如
所
絵
焉
肝
則

有
独
片
者
有
二
片
者
有
三
片
者
腎
則
有
一
在
肝
之
右
微
下
一
在
脾
之
左
微
上
脾
則
有
在
心
之
左
至
若
蒙
程
多
病
嗽
則
肺
且
損
黒
欧
詮
少

得
目
疾
肝
有
白
点
此
又
別
内
外
之
応
其
中
黄
漫
者
脂
也
此
説
於
経
不
合
価
又
所
図
蔵
象
突
」

ひ
と
つ
の
文
章
だ
が
、
三
つ
の
内
容
に
分
け
ら
れ
る
。

①
政
和
三
年
（
二
一
三
）
の
質
偉
節
の
「
存
真
環
中
図
」
の
序
文

②
政
和
二
年
二
二
三
の
楊
介
の
「
存
真
図
」
の
序
文

③
『
欧
希
範
五
蔵
図
」
の
編
者
呉
簡
の
文

①
②
③
は
多
紀
元
胤
の
『
医
籍
考
』
に
引
か
れ
て
い
る
。
『
頓
医
抄
」
に
は
③
の
文
章
だ
け
が
引
用
さ
れ
て
い
て
①
と
②
は
見
え
な
い
か
ら
、

渡
辺
の
い
う
「
頓
医
抄
巻
四
十
四
は
、
楊
介
の
存
真
環
中
図
の
全
部
を
転
載
・
直
訳
し
た
も
の
」
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
少
な
く
と
も
二
種

(79）7Q
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つ
ま
り
、
紙
面
が
狭
く
五
蔵
図
の
全
体
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
漢
字
で
表
す
こ
と
に
し
、
咽
喉
だ
け
は
漢
字
で
表
せ
な
い
の
で
図

示
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
ゆ
え
に
一
見
し
て
は
何
を
表
し
て
い
る
の
か
判
ら
な
い
が
、
『
頓
医
抄
」
の
図
（
図
４
．
５
．
６
）
と
比
較
し
て

み
る
と
、
漢
字
の
位
置
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
幻
雲
は
「
詳
見
存
真
図
可
考
」
と
い
っ
て
、
「
存
真
図
』
が
出
典
で
あ
る

こ
と
を
明
示
し
て
い
る
か
ら
、
『
頓
医
抄
」
も
同
じ
く
「
存
真
図
」
に
拠
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
幻
雲
は
図
１
を
「
欧
希
範
五
蔵
図
」
と
題
す

る
が
、
や
は
り
『
存
真
図
』
か
ら
写
し
た
こ
と
に
な
る
。
『
欧
希
範
五
蔵
図
』
に
は
お
そ
ら
く
数
多
く
の
蔵
府
図
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
楊
介

の
『
存
真
図
』
に
は
こ
の
一
葉
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

会
厭
・
小
腸
・
大
腸
・
広
腸
・
膀
胱
に
対
す
る
蔵
府
解
説
を
引
用
す
る
（
蔵
府
解
説
と
は
い
え
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
府
の
解
説
だ
け
で
あ
る
が
）
。

①
「
楊
介
存
真
図
云
喉
応
天
気
乃
肺
之
系
也
以
肺
属
金
乾
為
天
乾
金
也
故
天
気
通
於
肺
而
肺
応
天
上
連
会
厭
会
厭
者
五
蔵
音
声
之
門
戸

図図図
321

司司一

背五欧
L一一＝‐＝．

漢
字
が
並
べ
ら
れ
て
い
て
厳
密
に
い
え
ば
図
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
理
由
を
幻
雲
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
幻
以
紙
窄
不
能
写
五
蔵
図
、
唯
以
字
排
列
其
位
。
咽
喉
人
之
所
難
弁
、
僅
図
其
形
而
已
。
詳
見
存
真
図
可
考
。
（
幻
、

か

五
蔵
図
を
写
す
能
ず
、
唯
だ
字
を
以
て
其
の
位
を
排
列
す
る
の
み
。
咽
喉
は
人
の
弁
じ
難
き
所
、
僅
か
に
其
の
形
を
図
く
の
み
。

『
存
真
図
」
に
は
こ

（
２
）
解
説
文
の
引
用

（
二
）
、
「
存
真
図
」
《

（
１
）
城
府
図
の
引
用

①
「
楊
介
存
真
図
云
喉
告

肺
属
金
音
声
応
金
石
也
」

を
見
、
考
ず
べ
し
）

司う

五欧
蔵希
正範
背五
図蔵
図

〒L一－

か
ら
の
引
用

正
1■■

ゼ
ま

紙
の
窄
き
を
以
て

詳
し
く
は
存
真
図

(80） 80



組
門
実
否
紫
画
騨
勺
＆
て
明
田
ロ
ー
樫
へ
』
叶
金
聯
甚
つ
嬬
磐

鹿
勺
可

羊
祁
鐙
恥

辱

雲
》
碑

毎

大
備
勝
縦

》
師
轤

今
卜
刈

琴
禧一

拝

・ざ、

師ガ縛
捲

輪
蘇
勧
「
‐
翻
鑑
溌
瀞

媒
‐
一

烏

図｜

（幻雲附標）

の比較

図4

（頓医抄）

A「欧希範五蔵図」

顔

図2

（幻雲附標）

E面図の比較

図5

（頓医抄）

B『存真図」

薯
癖

噺
令
“銅

徴
駕
羅
驫
啄
釜
藩
菱

大
錫

雁
認
領
久

使
鶴
鍾

亨
畢
沁
荊

鰐
９
琴
錫
勺
が
火

図 6図3

（頓医抄）（幻雲附標）

C.「存真図』背面図の比較
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プ

勺
0

（
９
）

こ
れ
ら
の
蔵
府
解
説
を
援
引
す
る
も
の
は
『
新
刻
華
佗
内
照
図
』
だ
け
で
あ
る
。
五
条
す
べ
て
が
「
新
刻
華
佗
内
照
図
』
に
合
致
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
『
新
刻
華
佗
内
照
図
」
の
他
の
蔵
府
解
説
も
「
存
真
図
」
か
ら
援
引
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
三
）
「
環
中
図
」
か
ら
の
引
用

幻
雲
附
標
に
「
環

（
２
）
解
説
の
引
用

「
環
中
図
」
か
ら
次
の
よ
う
な
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

①
「
楊
介
環
中
図
手
少
陰
心
肺
、
起
於
心
中
、
出
属
心
系
、
下
胴
、
絡
小
腸
、
其
支
者
従
心
系
上
、
侠
咽
、
係
目
系
、
一
本
作
循
胸

出
脇
、
其
直
者
復
従
心
系
、
却
上
肺
、
上
出
液
下
、
下
循
蠕
内
後
廉
、
行
太
陰
心
主
之
後
、
下
肘
内
廉
、
少
海
穴
也
、
循
臂
内
後
廉
、

（
三
）
「
環
中
図
」

（
１
）
側
の
引
川

②
「
楊
介
存
真
図
小
腸
太
陽
経
黄
帝
害
云
小
腸
者
受
盛
之
官
化
物
出
焉
凡
胄
中
腐
熱
水
穀
其
津
稜
自
胄
之
下
口
伝
入
於
小
腸
上
口
自
小

腸
下
口
泌
別
而
水
入
膀
胱
上
口
其
津
稜
伝
入
大
腸
上
口
与
今
所
絵
蔵
象
同
」

③
「
存
真
図
大
腸
手
陽
明
経
一
名
回
腸
以
其
回
屈
而
受
小
腸
之
穀
因
以
名
之
也
乃
肺
之
府
也
黄
帝
書
日
大
腸
者
伝
導
之
官
変
化
出
焉
」

④
「
存
真
図
広
腸
又
日
肛
門
言
其
処
似
車
紅
形
故
日
肛
門
即
広
腸
也
一
名
直
腸
一
名
呪
門
黄
帝
書
日
脳
腸
者
広
腸
也
一
名
洞
腸
亦
名
肛

門
受
大
腸
之
穀
而
道
出
焉
故
塊
門
亦
為
五
蔵
使
水
穀
不
得
久
蔵
」

⑤
「
楊
介
存
真
図
膀
胱
足
太
陽
経
又
名
胞
胞
乾
也
鞄
虚
空
也
以
虚
承
水
液
焉
而
為
津
液
之
府
類
墓
云
膀
胱
者
胞
之
室
也
黄
帝
害
云
膀
胱

為
州
都
之
官
津
液
蔵
焉
気
化
則
能
出
芙
位
当
孤
府
故
膀
胱
不
利
為
纒
不
約
為
遣
溺
又
水
泉
不
止
膀
胱
不
蔵
得
守
者
生
失
守
者
死
」

こ
れ
ら
の
五
つ
の
蔵
府
解
説
は
「
頓
医
抄
』
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
全
部
を
転
載
し
た
」
と
い
う
の
は
大
き
な
誤
解
で
あ

抵
掌
後
見
骨
之
端
也
、
神
門
穴
也
」

「
環
中
図
」
か
ら
図
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
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⑦
「
胸
会
・
気
舎
、
又
聖
恵
方
環
中
図
銅
人
経
不
載
之
」

①
の
文
章
は
手
少
陰
心
経
の
流
注
を
述
べ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
若
干
の
注
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
頓
医
抄
』
の
手
少
陰
心
経

の
文
章
は
①
と
異
な
り
、
や
は
り
「
全
部
を
転
載
し
た
」
と
は
い
い
が
た
く
、
何
に
依
拠
し
た
文
章
か
定
か
で
は
な
い
が
、
梶
原
性
善
自
身

の
手
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
一
本
作
循
胸
出
脇
」
は
『
甲
乙
経
』
の
校
語
で
あ
る
こ
と
と
、
文
章
が
『
甲
乙
経
」
に
最
も

（
川
）

近
い
こ
と
か
ら
①
は
『
甲
乙
経
」
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
③
④
を
み
る
と
注
音
や
訓
話
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
切
語
の
「
女
到
切
」
は
史
羅
厩
疽
篇
音
釈
で
は
「
奴
到
切
」
に
作
り
、

「
戸
当
切
」
は
史
旛
邪
気
蔵
府
病
形
篇
音
釈
と
同
じ
で
あ
る
。

⑤
⑥
は
手
足
の
三
陰
三
陽
の
経
脈
の
表
裏
関
係
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
容
も
『
頓
医
抄
」
に
見
え
な
い
。

⑦
か
ら
は
「
環
中
図
」
に
は
経
穴
内
容
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
『
頓
医
抄
」
の
「
環
中
図
」
部
分
の
記
述
は
簡
素
で
、
か
な
り
省
略

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
経
穴
の
内
容
は
見
え
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
頓
医
抄
」
に
は
幻
雲
が
引
く
「
環
中
図
」
の
内
容
が
見
え
な
い
と
い
え
る
。
ど
う
み
て
も
「
全
部
を
転
載
し
て
い
る
」

と
は
い
え
な
い
。

②
「
幻
案
、
蠕
内
、
環
中
図
、
手
太
陰
肺
豚
下
循
糯
内
、
注
女
到
切
、
臂
節
也
、
蠕
内
、
天
府
穴
也
」

③
「
楊
介
環
中
図
、
手
少
陰
心
豚
云
〃
下
循
蠕
内
後
廉
、
行
太
陰
心
主
之
後
云
〃
蠕
内
注
臂
節
也
糯
内
天
府
穴
也
」

④
「
幻
案
楊
介
環
中
図
、
戸
当
切
、
脛
端
也
」

⑤
「
楊
介
環
中
図
、
足
少
陽
胆
与
足
厭
陰
肝
合
、
又
云
足
陽
明
胄
与
足
太
陰
脾
合
」

⑥
「
都
梁
楊
介
所
編
環
中
図
、
手
三
陰
三
陽
陽
為
表
陰
為
裏
、
手
太
陽
小
腸
与
手
少
陰
心
合
、
手
陽
明
大
腸
与
手
太
陰
肺
合
、
手
少
陽

三
焦
与
手
心
主
包
絡
合
、
足
三
陰
三
陽
陽
為
表
陰
為
裏
、
足
太
陽
膀
胱
与
足
少
陰
腎
合
、
足
陽
明
胄
与
足
太
陰
脾
合
、
足
少
陽
胆
与
足

厭
陰
肝
合
」
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以
上
の
こ
と
か
ら
『
存
真
環
中
図
」
と
『
頓
医
抄
」
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
え
る
。

①
幻
雲
附
標
所
引
の
序
文
・
解
説
・
図
は
い
ず
れ
も
『
存
真
環
中
図
」
か
ら
引
用
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
幻
雲
附
標
所
引
の
『
欧
希
範
五

蔵
図
」
の
図
は
『
存
真
環
中
図
」
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。

②
幻
雲
附
標
所
引
の
蔵
府
図
は
『
頓
医
抄
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

③
幻
雲
が
「
存
真
、
五
蔵
六
府
図
也
、
環
中
、
十
二
経
図
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
『
存
真
環
中
図
』
は
二
部
に
分
か
れ
、
「
存
真
図
」
に
は
蔵

府
図
お
よ
び
そ
の
解
説
を
載
せ
、
「
環
中
図
」
に
は
経
脈
図
と
経
脈
・
経
穴
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
っ
た
。

④
幻
雲
附
標
所
引
の
「
存
真
図
」
の
蔵
府
解
説
は
「
新
刻
華
佗
内
照
図
」
の
解
説
と
合
致
す
る
。

⑤
渡
辺
の
「
「
頓
医
抄
」
は
『
存
真
環
中
図
」
の
全
部
を
転
載
し
た
」
と
い
う
の
は
大
き
な
誤
解
で
あ
る
。
転
載
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

（
Ⅱ
）

は
、
蔵
府
図
と
経
脈
図
、
そ
し
て
序
文
の
一
部
分
だ
け
で
あ
る
。

⑥
『
頓
医
抄
」
の
経
脈
図
は
手
の
太
陰
肺
経
の
図
に
「
環
中
図
」
と
明
記
し
て
あ
る
か
ら
『
存
真
環
中
図
』
か
ら
の
転
載
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
ま
た
「
頓
医
抄
」
は
蔵
府
解
説
や
経
豚
解
説
の
文
章
は
ほ
と
ん
ど
引
用
し
て
い
な
い
。

（
２
）
前
掲
注
の
渡
辺
論
文
（
一
三
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
『
欧
希
範
五
蔵
図
」
に
関
す
る
記
録
は
、
『
史
記
」
幻
雲
附
標
・
『
頓
医
抄
』
の
以
外
に
、
鄭

景
壁
の
『
蒙
斎
筆
談
』
・
趙
与
時
の
『
賓
退
録
』
・
李
收
の
『
宋
朝
事
実
」
・
沈
括
『
夢
渓
筆
談
』
に
見
ら
れ
る
。

（
６
）
テ
キ
ス
ト
は
当
研
究
部
が
撮
影
し
た
写
真
を
用
い
た
。
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
影
印
本
（
東
洋
医
学
善
本
叢
書
第
二
八
冊
、
一
九
九
二
）
は
落
丁
が

【
文
献
お
よ
び
注
】

（
１
）
（
３
）
（
４
）
（
５
）

～
一
八
二
頁
、

三
、
ま
と
め渡

辺
幸
三

一
▽
’
し
手
Ｌ
一
、
Ｏ

｜
＋
ノ
丁
エ
チ
／

「
現
存
す
る
中
国
近
世
ま
で
の
五
蔵
六
府
図
の
概
説
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
七
巻
一
・
二
・
三
合
併
号
、
八
八
頁
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あ
る
の
で
資
料
と
し
て
適
当
で
は
な
い
。

（
７
）
小
曽
戸
洋
ら
「
月
舟
寿
桂
（
幻
雲
）
の
医
界
に
お
け
る
交
友
関
係
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
八
巻
二
号
、
七
九
～
八
○
頁
、
一
九
九
二
。

（
８
）
水
沢
利
忠
「
史
記
会
注
考
証
校
補
」
（
巻
八
、
九
八
～
一
○
○
頁
、
史
記
会
注
考
証
校
補
刊
行
会
）
。
関
信
之
ら
「
国
宝
宋
版
『
史
記
」
扁
鵲
倉
公

列
伝
に
お
け
る
幻
雲
注
の
引
用
医
書
に
つ
い
て
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
六
巻
一
号
、
二
三
～
二
五
頁
、
一
九
九
○
・

（
９
）
同
系
の
書
の
「
玄
門
肺
訣
内
照
図
』
で
は
、
こ
の
幻
雲
附
標
所
引
の
解
説
が
ち
ょ
う
ど
脱
落
し
て
い
る
。
ま
た
王
好
古
の
「
伊
尹
湯
液
仲
景

広
為
大
法
」
に
も
「
存
真
図
」
の
蔵
府
解
説
が
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
川
）
た
だ
し
校
語
が
少
し
異
な
り
．
本
作
循
胸
出
腸
」
に
作
る
（
趙
府
本
『
甲
乙
経
』
巻
二
十
二
「
経
脈
絡
脈
支
別
第
一
上
」
）
。

（
Ⅱ
）
蔵
府
図
を
転
載
し
た
と
い
っ
て
も
渡
辺
の
い
う
よ
う
に
『
環
中
図
』
の
蔵
府
図
全
部
で
は
な
い
よ
う
だ
。
と
い
う
の
は
、
「
新
刻
華
佗
内
照
図
」

の
「
蔵
府
内
景
図
」
と
『
伊
尹
湯
液
仲
景
広
為
大
法
」
の
「
肺
巳
下
左
側
可
見
脾
胄
之
所
居
」
の
両
図
は
「
頓
医
抄
」
に
見
え
な
い
。
ち
な

み
に
「
蔵
府
内
景
図
」
は
張
介
寳
『
類
経
図
翼
』
巻
三
の
「
内
景
図
」
に
酷
似
し
て
い
る
。
「
内
景
図
」
に
は
「
旧
図
有
精
道
循
脊
背
過
肛
門

者
。
甚
属
非
理
。
而
且
無
子
宮
命
門
之
象
。
皆
大
失
也
。
今
改
正
之
」
と
あ
り
、
「
旧
図
」
と
は
ま
さ
に
こ
の
「
蔵
府
内
景
図
」
（
も
し
く
は
そ

の
も
と
に
な
っ
た
図
）
の
こ
と
で
は
な
い
か
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）
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AnExaminationoftheCnnzhenHuanZhOngTO

bvKouvaMIYAKAWA

AhumandissectionautopsywasperformedinChinainlO45,resultingintheproductionoftheOnXi

-fangWnZangTd・Subsequently,betweenllO2andllO6,YangJieaugmentedthiswiththeC[mZhenT[i,

andcombiningthiswiththeseparateHuanzhOngT6,heproducedtheCtinZhEnHudnzh6ngTfi.Bothof

thesehavenotbeenpreserved.

Theauthorhasre-examinedtheseonthebasisofmaterials(preservedinJapan)leftbythel6thcentury

figureGen'un.

1．ThematerialusedbyGell'unwastheCunZhEnHudnzhOngT[i,andhedidnotcitedirectlyfrom

theOnXi-fangWnZangTd.

2.ThedrawingofinternalvisceracitedbyGen'unisthesameasthatcitedintheTon'ish6.

3.CnllZhEnHuanzhOngTfiiscomprisedoftw()sections;thedr-awingsandexplanationsintheCfin

ZhenTndealwithintemalviscera,andthoseoftheHuanzhOngT[iwithmeridiansandacupoints.

4.TheexplanatorytextintheC[inZhenTdcitedbyGen'unaccordswiththecitationintheextant

textoftheXinkeHuaTu6NeizhaoTd.

5.KOz6WatanabehasarguedthattheTon'ishOcitedtheCdnZhenHudnzhOngT[iinitsentirety,but

thisisillcorrect.Rather,thecitationisonlyapartialone.
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